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2 周期に 1 個の気泡の消滅によるものであることを確認し，これを単一気泡理論により定性的に説明
した。ついでキャピテージョンによるエロージョン量とノレミネッセンス強度の試料液温度に対する依
存性が両現象で異った傾向を有する乙とを実験的に確認して，これを球状気泡の収縮過程における不
安定性と試料液の蒸気圧の温度変化とにより定性的に説明している。この研究成果はキャビテーショ
ンの基礎的研究分野に新らしい二，三の知見を加えた点である。
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